
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ボックス上部の開口部を開閉し得るように、該ボックスのまわりを回転スライドするドア
を備えたコンソールボックスにおいて、
上記開口部の一側縁部に上記ドアの一端部が摺接し得るように配置されたカバーを有し、
このカバーが上記ドア側へ常時付勢されることを特徴とするコンソールボックス。
【請求項２】
前記ドアはその一端部をほぼ回転中心として前記ボックスのまわりを回転し得るようにガ
イド機構を介して支持され、前記カバーは、前記ドアの一端部の移動軌跡と対応するよう
に湾曲形成されることを特徴とする請求項１に記載のコンソールボックス。
【請求項３】
前記カバーは、前記開口部の一側縁部の至近位置でアッパパネルの下面にスライド可能に
装着され、弾機手段によって前記ドア側へ付勢されることを特徴とする請求項１又は２に
記載のコンソールボックス。
【請求項４】
前記ガイド機構は、前記ボックスの両側部に設けたガイド溝と前記ドアの一端部付近に設
けたガイドピンを含んでいることを特徴とする請求項２又は３に記載のコンソールボック
ス。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、乗用車等の車両に装備されるコンソールボックスに関する。
【０００２】
【従来の技術】
この種の車両においては、例えば図５のように運転席と助手席の間に小物入れ等として利
用可能なコンソールボックスを備えている。この従来のコンソールボックスの基本構成と
して図６に示すように、容器型のボックス１と、このボックス１の上部に開設された開口
部２ａを有するアッパパネル２と、開口部２ａを開閉するためのドア３とを備えている。
【０００３】
ドア３は開口部２ａを開閉すべく、ボックス１のまわりを回転スライドするように支持さ
れている。ドア３のこのような回転スライドによってその端末部は、矢印Ｂのように移動
する。また、図６のようにアッパパネル２の端部とボックス１の底部との間に落下物防止
用シート４を張り、小物Ｍ等がコンソールボックスの奥所に落ち込まないようにしている
。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のコンソールボックスにおいて、アッパパネル２の上面から小物Ｍ等
が落下することがある。このような落下物を取り出すためにドア３を閉めると、アッパパ
ネル２およびドア３間に挟まれた小物Ｍ等がシート４を撓ませて、矢印Ｃのようにさらに
内部へ入り込む等の問題があった。そして、このようにコンソールボックスの奥所に入り
込んだ落下物を取り出すには、かなりの手間がかからざるを得なかった。
【０００５】
本発明は以上の点に鑑み、落下物を未然に防止して使用性に優れたコンソールボックスを
提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
請求項１に記載の発明によれば、ボックス上部の開口部を開閉し得るように、該ボックス
のまわりを回転スライドするドアを備えたコンソールボックスにおいて、上記開口部の一
側縁部に上記ドアの一端部が摺接し得るように配置されたカバーを有し、このカバーをド
ア側へ常時付勢するように構成される。
【０００７】
請求項２に記載のコンソールボックスにあっては、前記ドアを、その一端部をほぼ回転中
心として前記ボックスのまわりを回転し得るようにガイド機構を介して支持し、前記カバ
ーを、ドアの一端部の移動軌跡と対応するように湾曲形成したことを特徴とする。
【０００８】
請求項３に記載のコンソールボックスにあっては、前記カバーが、前記開口部の一側縁部
の至近位置でアッパパネルの下面にスライド可能に装着され、弾機手段によってドア側へ
付勢されることを特徴とする。
【０００９】
また、請求項４に記載のコンソールボックスにあっては、前記ガイド機構が、前記ボック
スの両側部に設けたガイド溝と前記ドアの一端部付近に設けたガイドピンを含んでいるこ
とを特徴とする。
【００１０】
本発明によれば、ボックス上部の開口部を開閉するドアの一端部が摺接するように配置さ
れたカバーを有する。このカバーは、開口部の一側縁部の至近位置でアッパパネルの下面
にスライド可能に装着されると共に、弾機手段によってドア側へ付勢される。このような
カバーを設けることにより、ドアがボックスのまわりを回転する際、ドア端末部のまわり
に隙間が生じないようにし、開口部から小物等が落下するのを有効に防止することができ
る。
【００１１】
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【発明の実施の形態】
以下、図１～図４に基づき、従来例と実質的に同一または対応する部材には同一符号を用
いて、本発明によるコンソールボックスの好適な実施の形態を説明する。
【００１２】
本発明のコンソールボックスの基本構成として、図１に示されるように容器型のボックス
１と、このボックス１の上部に開設された開口部２ａを有するアッパパネル２と、開口部
２ａを開閉するためのドア３とが具備されてている。ドア３は開口部２ａを開閉すべくボ
ックス１のまわりを回転スライドするように、後述するガイド機構を介して支持されてい
る。このドア３の回転によってその端末部は、矢印Ｂのように移動する。
【００１３】
この実施形態において、開口部２ａの一側縁部に、ドア３の一端部が摺接し得るように配
置されたカバー５を有しており、このカバー５がドア３側へ常時付勢されるようになって
いる。ドア３の端末部は前述のように、矢印Ｂのような軌跡を描きながら移動する。この
ようなドア３の端末部の移動軌跡と対応するように、カバー５は湾曲形成される。
【００１４】
また、本実施形態のコンソールボックスにおいて、カバー５は図２に示されるように、開
口部２ａの一側縁部の至近位置でアッパパネル２の下面にてスライド可能（矢印Ｄ方向）
に装着される。この場合、スプリング６の弾力によってカバー５はドア３側へ付勢される
。
【００１５】
ここで図３は、この実施形態におけるコンソールボックスの具体的構成例を示している。
カバー５の両端には長穴５ａが形成されており、この長穴５ａに挿通する２つのガイドピ
ン７をアッパパネル２の下面に固定することで、カバー５を長穴５ａに沿ってスライド可
能とする。スプリング６は、図示のように「ハ」字状に形成され、中央の巻回部６ａでシ
ャフト８によってアッパパネル２の下面に取り付けられる。このようにしてスプリング６
はカバー５に対して左右バランスよく弾接する。
【００１６】
また、ドア３は、ガイド機構を介してボックス１のまわりを回転スライドするようにボッ
クス１に取り付けられるが、下記にドア３の取付構造を説明する。
図３において、ガイド機構は、ボックス１の両側部に設けたガイド溝９とドア３の一端部
付近に設けたガイドピン１０を含んでいる。ガイド溝９は、上下方向に平行に延設された
第１および第２のガイド溝９ａ，９ｂを有する。これらのガイド溝９ａ，９ｂは、上部で
円弧状溝９ｃを介して連続している。またガイドピン１０は、ブラケット１１から突出す
るかたちで上下に連設された第１および第２のガイドピン１０ａ，１０ｂを有する。この
ブラケット１１はドア３の下面に固定される。第１および第２のガイド溝９ａ，９ｂの間
隔と第１および第２のガイドピン１０ａ，１０ｂの間隔は、ほぼ等しく設定されている。
【００１７】
上記のように構成されたコンソールボックスにおいて、ドア３は、図４に順次示すように
ガイド機構を介してボックス１のまわりを回転スライドする。また、開口部２ａの一側縁
部にはドア３の端末部が摺接し得るようにカバー５が配置されている。図４（Ａ）におい
て、ドア３が閉まっているときには開口部２ａは完全にぴったりと塞がれている。
【００１８】
つぎに図４（Ｂ）において、ドア３を反時計方向に回転させる。この場合、第１のガイド
ピン１０ａのまわりに回転するかたちでドア３は回転するが、このときカバー５がドア３
の端末部に弾接する。従ってドア３と開口部２ａの間に実質的に隙間が生じないため、開
口部２ａから小物等が落下するのを防止することができる。この状態でドア３を反時計方
向にほぼ９０°回転させると、ドア３は鉛直方向に配置される。
【００１９】
つぎに図４（Ｃ）において、第１および第２のガイドピン１０ａ，１０ｂはそれぞれ、第
１および第２のガイド溝９ａ，９ｂに沿ってスライドし、ドア３は鉛直の配置状態で下降
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する。このときにもカバー５がドア３の端末部に弾接しており、開口部２ａからの小物等
の落下を有効に防止する。なお、図４（Ｃ）のようにドア３を完全に開き切ることができ
、開口部２ａを完全に開放することによりボックス１内への物の出し入れを容易にするこ
とができる。
【００２０】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、この種のコンソールボックスにおいて、ドアの開閉
時に開口部との間に実質的に隙間が生じないため、開口部から小物等が落下するのを有効
に防止することができる。これにより極めて使い易い使用性に優れたコンソールボックス
を実現することができる。また、製造組付時において従来のようなシートを用いていない
ため、他部品との引っ掛かり等の心配がなく組付作業が容易となり、効率化を図り得る等
の利点を有している。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のコンソールボックスの基本構成を示す図である。
【図２】図１に示すカバーの装着構造の部分斜視図である。
【図３】本発明のコンソールボックスの具体的構成例を示す分解斜視図である。
【図４】本発明のコンソールボックスの作用を順次示す図である。
【図５】従来のコンソールボックスの外観斜視図である。
【図６】従来のコンソールボックス構成を示す図５のＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【符号の説明】
１　　　ボックス
２　　　アッパパネル
２ａ　　開口部
３　　　ドア
５　　　カバー
６　　　スプリング
７　　　ガイドピン
８　　　シャフト
９　　　ガイド溝
１０　　ガイドピン
１１　　ブラケット

10

20

30

(4) JP 3608184 B2 2005.1.5



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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